
県教育委員会ツイッター、フェイスブックについて、保護者や地域住民の皆様への広報にご協力ください。

令和元年（2019年）7月19日発行　県教委だより第711号

₁

埼玉県教育委員会

1
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No. 711

県教育委員会公式SNSアカウント
教育情報など
随時発信中です！
県教委のツイッター、
フェイスブックの登録を
お願いします。

埼玉県のマスコット
コバトン

　教職員による不祥事が後を絶たない状況を踏まえ、県教育委員会では、平成30年７月に、教職員による不祥事の根絶
を目指して行う施策を網羅した「不祥事根絶アクションプログラム」を策定しました。
　また、平成31年3月には、「教職員の皆さんへ　教育長緊急メッセージ」を発出するとともに、「不祥事根絶のための
特別対策」を実施しました。

■不祥事根絶アクションプログラム
　教職員による不祥事の根絶を目指して行う施策を網羅したもので、30の取組で構成されています。
　詳しくはホームページでご確認ください。
（施策と具体的な取組の例）
　○　不祥事根絶ポータルサイトの開設

　平成31年１月に、県教育委員会のホームページに不祥事根絶ポータルサイトを開設しました。このサイトでは、
「不祥事根絶アクションプログラム」や「教育長緊急メッセージ」、研修資料、関係規程等を掲載していますの
で、活用してください。

　○　教職員コンプライアンス相談ホットラインの開設
　平成31年４月に、総務課内に教職員コンプライアンス相談ホットラインを開設しました。この窓口では、法令等
に違反する不適切な事務や児童生徒への不適切な指導など、コンプライアンス違反が疑われる行為等に関する情報
や、業務改善の提言などの相談を受け付けています。

　　電話：048-830-6629
　　相談日：月曜日～金曜日（休日、年末年始を除く）の９時～17時（12時～13時を除く）

■教職員の皆さんへ　教育長緊急メッセージ
　教育長緊急メッセージでは、児童生徒が被害者となるわいせつ行為や盗撮等が相次ぎ、県民の信頼を失い続けている状
況を非常事態と受け止め、子供たちを励まし、成長を支えていくべき教職員の皆さんが留意しなければならないことを３
点、呼び掛けています。

○　自制心を大事にする。
○　児童生徒から慕われたとしても、教師の側からは恋愛の対象として見てはいけない。また、児童生徒を
　性の対象として見ているのであれば、その方には教師という職を辞してもらいたい。
○　不祥事根絶を自分自身の課題として考える。

■不祥事根絶のための特別対策
　○　依存症に関する専門の医療機関との連携

　平成31年４月から、県外２か所の医療機関で依存症の悩みに関する相談を受け付けています。（公立学校共済組
合埼玉支部事業）
　性嗜好障害（痴漢、盗撮等）、アルコール依存症、ギャンブル依存症などの悩みを相談することができます。医
療機関から県教育委員会や職場、共済組合に、本人の同意なしに情報提供されることはありません。詳しくは「福
利のしおり」70ページをご覧ください。

　ほとんどの教職員は、不祥事を起こすことなく日々職務に精励しています。
　しかし、ほんの一握りの教職員が起こした不祥事により、長年かけて築き上げてきた学校や教職員に対する信頼は一気
に損なわれてしまいます。
　平成30年度は、30件の懲戒処分（うち12件は免職処分）を行いました。
　教職員の不祥事は無くさなくてはいけません。そのためには、教職員の皆さん全員の理解と努力が必要です。不祥事を
根絶するとともに、県民、保護者、地域の方々、そして何よりも子供たちに信頼される埼玉教育を共につくっていきま
しょう。

不祥事の根絶について （総務課）

埼玉県教育委員会　不祥事根絶 検索

豊かな学びで　未来を拓
ひ ら

く埼玉教育

【問合せ】総務課　人事（事務局等）担当（電話：048-830-6622）
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　埼玉県では、昭和50年代から「高校生にバイクは不要」という統一的な方針のもと、高校在学中の自動二輪
車等の運転免許の取得、購入乗車を認めないといういわゆる「３ない運動」に取り組んできました。平成31年
４月１日から、「３ない運動」を廃止し、高校生の自動二輪車等の運転免許の取得、乗車を認める「高校生の自
動二輪車等※の交通安全に関する指導要項」を施行しました。
　新しい指導要項は、「高校生の自動二輪車等の交通安全に関する基本的な事項について定め、高校生の命を守
り、充実した高校生活を通じて高校生の健全育成を目指すこと」を目的としています。
　県では、今年度から自動二輪車等の免許を取得し運転を希望する生徒に対して、「高校生の自動二輪車等の交
通安全講習」を実施します。
　講習は、東部・西部・南部・北部・秩父地区のそれ
ぞれの教習所において７月から12月までの間に行わ
れ、交通社会の一員となる自覚や資質向上を図るため
の講義や、自動二輪車等の乗車姿勢、日常点検、運転
技術を身に付けるための実技、いざというときのＡＥ
Ｄの使用法などを学びます。
　県教育委員会では、生徒が在学中のみならず生涯に
わたり交通事故の当事者とならないよう、交通安全指
導の充実を図っていきます。

※「自動二輪車等」とは、原動機付自転車及び
　自動二輪車を指します。

高校生の自動二輪車等の交通安全に関する指導

「埼玉県特別支援教育環境整備計画」を策定
～自立と社会参加に向けた教育の充実のために～

（保健体育課）

（特別支援教育課）

平成30年度高等学校原付マナーアップ講習会
（平成30年７月15日　秩父自動車学校）』

　埼玉県では、平成31年３月に、「埼玉県特別支援教育環境整備計画」を策定し、教育環境の整備に関する基
本的な考え方や令和元年度から３年間の取組を示しました。
　本計画は、インクルーシブ教育システムの構築に向け、小・中学校の通常の学級、通級による指導、特別支援学
級、特別支援学校といった連続性のある「多様な学びの場」を充実させるため、次の２点に重点を置いています。

　１点目は、知的障害特別支援学校や高校内分校の新
設、小・中学校における特別支援学級、通級指導教室の
適正な設置を促進するなどの「教育環境の整備」です。

　２点目は、異校種間の人事交流や特別支援学校教諭
免許状取得を促進するなど、特別な教育的支援を必要
とする児童生徒が在籍している小・中学校の通常の学
級や高等学校を含む全ての学校における特別支援教育
を推進するための「人材育成」です。
　本計画の趣旨をご理解いただき、本県における特別
支援教育のより一層の推進にご協力いただきますようお願いいたします。

埼玉県特別支援教育環境整備計画 検索

【問合せ】 保健体育課　健康教育・学校安全担当（電話：048-830-6964）

【問合せ】 特別支援教育課　教育環境整備推進担当（電話：048-830-6883）
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正門から校舎を望む

高校に設置された特別支援学校分校の特色と取組
 　　 県立大宮北特別支援学校さいたま西分校

　本校は、高等部のみの学校で、生徒数47名、県立大宮武蔵野高等学校（以下、
大宮武蔵野高校）の敷地内に設置されています。設置されてから今年で12年
目を迎える本校の特色と取組を紹介します。

１　職業教育の充実
　週30時間中11時間を職業教育にあて、企業で働くことを見据え、必要な
力を育てています。「学部職業」として週８時間、「食品」（パン・洋菓子製造）、
「農園芸」（野菜・花の栽培）、「木工」（木工製品の製作）、「手工芸」（布・小
物の製作）の班に分かれ、３年間継続して学習を行います。労働の意義に
ついて理解を深め、仕事に対する態度・責任、働く上での協調性を主に育て
ます。また、「学年職業」として週３時間、「メンテナンス」（建物内外の清
掃等）、「介護」（移動支援、福祉機器の援助方法等）、「流通」（事務機器利
用の方法等）、「クラフト」（紙漉、古紙リサイクル、名刺作成）を学年ごと
に行い、３年間で全種履修できるように行います。主に作業の正確さ、持
続力の向上、操作力、諸能力の向上を目指しています。

２　個に応じた進路指導
　面談を繰り返し、一人一人の適性に応じて実習先、進路先を決めます。
卒業後の生徒の就労、自立に結び付く進路指導を行っており、過去５年平均で、卒業時企業就職率は７
割超、職場定着率は９割超と、着実に実績をあげています。

３　同じ学び舎で学ぶ２つの学校
　生徒数は違うものの、同じ敷地内、校舎内に２つの学校が設置されています。様々な学校行事や生徒
会活動等で交流し合い、互いの良さを生かし合い、認め合い、尊重し合っています。年々大宮武蔵野高
校との関係は深まり、「交流及び共同学習」の域を超えた学びが進展しつつあります。
■体育祭
　６月に行われた体育祭は、今年度から初の両校共同開催と
なりました。開会式では、さいたま西分校生が作成したプラ
カードを掲げ、両校生徒が入場。競技では、大宮武蔵野高校
生の中にさいたま西分校生が混じり、一緒に予選から参加、
奮闘し、様々な種目に挑戦しました。両校の選手が同じトラッ
クや隣り合うレーンにいることに特別な感じはなく、自然な
流れの中、体育祭が行われました。
■生徒会活動
　互いの生徒会同士の交流が年々進んでいて、文化祭の看板づくり、給食交流などにも取り組んでいま
す。今年の文化祭では、互いの取組の良かった所を新聞形式で出し合うなど、新たな取組も計画中です。
■行事の取組
　年に２回、学期末に行われるスポーツ大会やマラソン大会は、大宮武蔵野高校生と一緒に行います。
バスケットボールやドッチボールなどで盛り上がり、互いに応援し合います。また、大宮武蔵野高校の
文化祭にも職業の授業で製作した製品の販売、ステージでの合唱発表などの形で参加しています。

特色ある学校の取組

「食品」の授業

共同開催した体育祭
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再び日本一！の大水車完成
　荒川の清流を見下ろして回る直径23ｍの大水車は、平成９年にオープンした〝かわはく〟のシンボル
として人気を博していました。ところが、木製のため劣化が進み、４年前から稼働を止めていました。そ
こで、平成29年度から、「西川材」として知られる飯能市産のヒノキ材を使って水輪を交換するなど、令
和元年７月の完成に向けて改修工事を進めています。
　この大水車、オープン当初は日本一を誇っていたのですが、平成16年に岐阜県恵那市の道の駅に直径
24mの水車が完成したため、日本一の座を譲ることになりました。今回の改
修では、それよりも一回り大きい直径24.2ｍの水輪となるため、再び、日本
一になる予定です。生まれ変わった大水車をぜひ見に来て下さい。
　なお、7月28日（日）は〝かわはく〟恒例の夏まつりイベントを実施します。
また、この日には大水車完成セレモニーも予定しています。さらに、８月に
は大水車を作る際に出た端材を使って、オルゴール・帆掛け船・おもちゃ箱な
どを作るイベントも行いますのでご期待ください。
　また、特別展「根・子・ねずみ～ネズミワールドへようこそ～」（7月13日～
9月1日）、企画展「水車は日本の原風景だ」（9月21日～ 11月24日）も開催
します。ネズミ好きの方、水車好きの方にはたまらない展示になると思います。

【問合せ】文化資源課　博物館担当（電話：048-830-6912） 水輪組立作業の様子

「地域文化事業」の例

▲小鹿野町郷土芸能祭

☆埼玉県公式無料スマートフォン
アプリ「ポケットブックまいたま」
にて各事業の情報を配信中。
ダウンロードは
こちらから　　→
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県立川の博物館

埼玉県芸術文化祭 検索

令和元年度　ふれあい短歌賞 検索

埼玉県芸術文化祭とは…
　「７３０万人のおまつりだ」をキャッチフレーズに地域に根ざす埼玉
文化の創造を目指して、平成２年度から開催しています。
・地域文化事業
　８月～１２月にかけて、市町村や文化団体が主体となって県内各地で
　郷土芸能やコンサート、美術展覧会など地域に密着したイベントを開催。
・芸術文化ふれあい事業
　学校や放課後子ども教室などで文化団体が創作や演技等の体験指導を実施。
・埼玉県芸術文化祭３０周年記念事業を１１月に開催予定　　　　　

【問合せ】文化資源課　芸術文化推進担当（電話:048-830-6925）
   　※ 詳しくは

●  作品大募集　令和元年度古典の日記念事業「ふれあい短歌賞」
　　この夏はあの人と…２人１組で短歌をつくってみよう
　　令和を迎えた記念に５・７・５・７・７のリズムに乗せて、日常の一コマ
　などを短歌にしてみませんか。
　　優秀作品は11月24日（日）にソニックシティ（さいたま市大宮区）で
　開催する芸術文化祭30周年記念事業にて表彰予定です。　
　　◎応募締切・・・・令和元年９月６日（金）
　　◎応　募　先・・・・さいたま文学館（FAX:048-789-1517）
　　　　　　　　　  （E-mail:oubo@okegawa-culpro.jp）
　　◎応募方法等詳しくは県ホームページをご覧ください。→
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　県内に６か所あるげんきプラザ（加須、大滝、長瀞、小川、神川、名
栗）は、集団宿泊、自然体験活動等を通じて、青少年の健全育成を図る
ための社会教育施設です。

１　げんきプラザでの体験活動・学校等への出前講座の実施
　加須げんきプラザでは、学校や社会教育団体を対象に、ピザ作り体
験・加須名物うどん作り体験・野外炊事体験を行っております。
　これらの体験活動は、学校内で活動できる「出前講座」でも行って
おります。
　学年行事、PTA研修、林間学校の事前学習等で是非ご利用ください。

２　大自然の中での勉強合宿や部活動合宿　
　400名が宿泊できる大滝げんきプラザは、規模の大きい学校や高等学校の利用に特にお勧めです。
　新入生のオリエンテーションや静かな環境での勉強合宿、大きな体育館でのスポーツ、美しい星空観察等
の様々な活動が実施できます。
　教員籍の職員もおりますので、自然体験活動等のプログラム作成や利用の仕方などお気軽にご相談くださ
い。充実した活動になるようお手伝いします。
　ご利用お待ちしております。

※詳しくは、

※詳しくは、

※その他のげんきプラザについては、

げんきプラザで体験活動！

げんきプラザ 検索

ドラム缶オーブン（ピザ作り）

体験の様子（うどん作り）

大研修室（100席×２室）
小研修室（50席×２室）

体育館（34ｍ× 28ｍ）
バスケットコート 2面可能

４００ｍｍ望遠鏡
もあります。

【問合せ】県立加須げんきプラザ（電話：0480-65-0660）

【問合せ】県立大滝げんきプラザ（電話：0494-55-0014）

加須げんきプラザ 検索

大滝げんきプラザ 検索

ピザ作り ドラム缶オーブンで豪快に焼き上げます。
うどん作り 加須名物うどん打ちを指導します。
野外炊事 火起こしや飯ごうの扱いについて指導します。



発行●埼玉県教育委員会　　編集責任者●教育総務部総務課長　岡部 年男　 TEL● 0 4 8（8 3 0）6714

彩の国
埼玉県

「県教委だより」バックナンバーはこちらから

☆県教委だより（№712号）は、令和元年（2019年）9月20日に発行を予定しています。

http://www.pref.saitama.lg.jp/e2201/kennda.html
　  
☆「県教委だより」バックナンバーはこちらから

令和元年（2019年）7月19日発行　県教委だより第711号

₆

公務・通勤災害補償制度について
■掲示物を整理中、踏み台から落ちて骨折した。
■体育の授業中、児童生徒に手本をみせようとして、アキレス腱を断裂した。
■通勤途中に追突事故をおこしてしまい、頸椎を痛めた。
　など、公務中や通勤途中の事故によるけが等については、公務（通勤）災害の認定を受けることで、その治
療費等が補償されます。

○医療機関を受診し、治療・診断を受けてください。
○医療機関受診の際は、共済組合員証（保険証）は使用せず、公務（通勤）災害の認定請求を行う予定で
ある旨を医療機関へ伝えてください。

○所属所に申し出て、「公務（通勤）災害認定請求書」を提出してください。
○詳しい手続の方法は、ホームページをご確認ください。

●公務（通勤）災害認定の審査には期間を要する場合があります。
●勤務時間中の事故、通勤途中の事故のすべてが公務（通勤）災害として認められるとは限りません。

公務（通勤）災害の認定を受けるためには？

【問合せ】教職員課　総務・退職手当担当（電話：048-830-6665）

県立博物館等の情報
施設名（所在地） 展示・イベント情報など 展示・募集期間など 問合せ

歴史と民俗の博物館（さいたま市） 企画展「北沢楽天と時事漫画」 7月13日（土）から
9月1日（日）まで

048-645-8171
展示担当

さきたま史跡の博物館（行田市） 最新出土品展「地中からのメッセージ」 7月6日（土）から
9月1日（日）まで

048-559-1181
資料・展示担当

嵐山史跡の博物館（嵐山町） こども体験教室①「まが玉をつくろう」
②「厚紙でよろいをつくろう」

①7月27日（土）
②8月3日(土）

0493-62-5896
学芸担当

近代美術館（さいたま市） 企画展「May I Start? 計良宏文の越境するヘ
アメイク展」

7月6日（土）から
9月1日（日）まで

048-824-0110
広報担当

自然の博物館（長瀞町） 特別展「知って！埼玉 化石でたどる2000万年」7月6日（土）から
1月13日（月・祝）まで

0494-66-0407
自然担当

川の博物館（寄居町） 特別展「根・子・ねずみ～ネズミワールドへ
ようこそ～」

7月13日（土）から
9月1日（日）まで

048-581-7333
川の博物館

文書館（さいたま市） 企画展「埼玉の“ふみくら”－古文書から日本
の歴史を見る－」

6月25日（火）から
9月1日（日）まで

048-865-0112
古文書担当

さいたま文学館（桶川市） 企画展「絵本作家・飯野和好　おっと、とうげの
なかまたちでぃ！」 

7月20日（土）から
9月8日（日）まで

048-789-1515
さいたま文学館

美術館を教育活動にご利用ください！ ～県立近代美術館より～

【問合せ】県立近代美術館　教育・広報担当（電話：048-824-0110）

　県立近代美術館では、団体見学の受け入れだけではなく、学校へ出張し、鑑賞授業のサポートやグッドデザイ
ンの椅子に座る体験、造形遊びのワークショップなどを行っています。「鑑賞授業の仕方がわからない…」とお悩
みの先生方、図工・美術の授業をもっと充実させたい先生方、一緒に楽しい鑑賞授業をつくりましょう！

授業例①「知ってる？ピカソ」
　ピカソの作品のよさを味わいながら、感じたことなどを伝え合っていきます。
作品のひとつ、《静物》には何が描かれているのでしょう？絵の中にはピカソの思
いが込められているのかもしれません。みんなで絵の秘密を探っていきます！

授業例②「見て★座って！お気に入りの椅子をみつけよう！」
　当館収蔵のグッドデザインの椅子を学校に持っていきます。実際に椅子に座っ
たりさわったりしながら、お気に入りの椅子を選ぶ中で、子供たちの考えが深まっ
ていきます。目だけでなくおしりでもアートを味わいます♪

※詳しくは 近代美術館　学校と美術館 検索

埼玉県　教職員　公務・通勤災害 検索


